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金
滞
古
蹟
志
巻
二
十

右
太
鼓
は
後
々
ま
で
僻
来
せ
し
慮
、
享
保
年
中
本
堂
焼
亡
し
、
共
の
頃

太
鼓
も
焼
失
す
と
云
ひ
停
へ
た
り
と
。
但
し
奮
記
等
停
来
無
'
之
、
僅

に
先
代
よ
り
口
碑
に
僻
承
す
る
の
み
。
右
太
鼓
は
落
組
利
家
卿
の
陣

太
鼓
也
と
も
い
ひ
停
へ
た
り
と
。
叉
右
火
災
は
‘
享
保
十
三
年
申
二

月
廿
六
日
自
火
に
て
、
本
堂
向
の
み
焼
亡
せ
し
た
り
。
此
の
時
微
妙
公

の
親
翰
等
焼
失
す
。
再
興
の
節
松
木
五
百
本
を
賜
は
り
、
右
松
材
木

を
以
て
再
建
せ
し
本
堂
子
v
今
在
存
す
と
い
へ
り
。
按
守
る
に
、
享
保

十
三
年
二
月
廿
六
日
本
堂
火
災
の
事
、
謎
園
公
年
譜
治
よ
ぴ
金
揮
袋

異
記
等
に
記
載
せ
宇
。
年
暦
月
目
、
及
び
火
災
に
付
き
松
木
拝
領
等

の
事
ま
で
停
承
す
れ
ど
、
共
の
事
賞
記
録
ど
も
に
所
見
注
意
は
如
何

た
る
事
欺
鮮
か
友
ら
宇
。

O
妙
法
寺
盛
腕
茅
葺
偉

金
津
市
中
医
て
、
茅
葺
の
名
高
き
は
.
妙
法
寺
の
張
所
た
り
。
寺
中

の
停
訟
に
云
ふ
。
往
昔
此
の
由
永
野
に
寺
地
を
賜
は
り
て
、
枯
木
町

よ
り
移
時
せ
し
頃
‘
此
の
地
に
元
よ
り
農
家
の
建
物
あ
り
し
を
‘
そ

の
健
寅
求
め
て
寺
中
の
議
所
と
た
し
た
り
。
一
依
り
て
後
々
ま
で
も

そ
の
遺
製
を
守
り
、
子
v
今
茅
葺
に
・
注
し
た
り
と
い
ひ
停
へ
た
り
。
故

に
此
の
議
所
は
、
数
百
年
を
経
た
る
建
物
・
な
り
と
い
へ
り
。
按
宇
る

. 

11. 

嶋
市
郎
兵
衛
・
茨
木
右
術
門
・
山
森
吉
兵
衛
の
四
名
を
載
せ
た
り
。
さ

れ
ば
右
遺
書
も
‘
慶
安
・
承
臆
の
頃
な
る
ぺ
し
。
妙
法
寺
泉
野
へ
移
穂

は
.
後
の
由
来
書
に
は
天
正
十
八
年
と
あ
れ
ど
も
、
貞
享
二
年
の
由

来
容
に
、
元
和
元
年
於
a
泉
野
-
奔
領
被
a
仰
付
-
と
あ
る
も
の
貨
銑
な
る

ぺ
け
れ
ば
、
右
墓
所
は
元
和
以
前
の
建
物
に

τ、
慶
長
年
中
に
建
て

た
る
な
ら
ん
か
。
貨
に
=
一
百
許
年
を
経
た
り
と
い
ふ
ぺ
し
。

O
開
基
園
智
院
殿
健
話

今
寺
中
に
存
在
せ
る
由
緒
替
に
如
v
左
記
殺
す
。

一
、
困
智
院
様
御
事
は
、
佐
脇
藤
八
郎
様
御
息
女
陀
而
‘
高
徳
院
様

御
姪
子
様
に
御
座
候
慮
‘
御
養
女
に
被
v
遊
‘
篠
原
向
調
m
守
殿
へ
御
奥

入
被
v
遊
候
。
共
後
闘
智
院
様
に
御
誕
生
之
御
姫
君
、
又
々
高
徳
院
様

御
養
女
に
被
ν
遊
.
伊
藤
主
殿
先
祖
浪
州
大
垣
之
披
主
伊
藤
長
門
守
殿

子
息
伊
藤
間
番
頭
殿
へ
御
縁
組
あ
ら
せ
ら
れ
候
島
、
正
保
二
年
八
月

廿
八
日
御
卒
去
被
v
遊
候
。
御
戒
名
は
鏡
智
院
理
廠
目
縁
大
筋
と
唱
へ

奉
る
。
則
賞
寺
に
御
墓
所
・
御
位
牌
と
も
御
座
候
。
右
之
御
曲
線
を
以

岡
智
院
様
御
年
忌
等
之
節
、
伊
藤
雨
家
よ
り
御
香
実
御
備
申
候
。

一
、
蛍
寺
之
儀
は
、
元
来
尾
張
荒
子
に
罷
在
侯
鹿
‘
高
徳
院
様
越
前

へ
御
越
被
v
遊
候
節
.
御
意
を
以
蛍
寺
も
越
前
へ
引
越
、
高
木
村
に
住

金
揮
官
蹟
志
巻
二
十

入

K
.
茅
葺
は
園
初
の
頃
務
士
の
居
宅
に
も
多
か
り
け
ん
。
左
の
遺
書

あ
り
。

小
身
に
而
茂
か
や
ぶ
き
の
長
屋
仕
閲
敷
、
若
し
於
v
有
v
之
者
、
板
に

而
早
々
ふ
き
直
し
可
v
申
候
。
無
v
左
候
者
と
ぽ
ち
可
v
申
候
。
廻
番
之

商
品
川
見
届
、
と
ぽ
さ
せ

F
申
皆
辞
仰
出
-
候
。
右
之
趣
御
組
中
念
度

可
v
被
且
仰
燭
-
候
。
恐
々
謹
言
。

一

一

月

十

一

日

小

幡

宮

内

葛

傘

猟

人

殿

茨
木
右
衛
門
殿

猶
々
御
披
見
之
後
、
御
名
之
下
に
御
剣
形
候

τ可
v
被
逗
下
-
候
。

如
v
此
御
縄
に
候
僚
、
馬
遼
之
候
。
御
一
宗
中
寺
庵
h
可
ν
被
且
仰
鏑
-
候
。

無
昌
油
断
-
火
之
用
心
‘
聾
夜
無
a
慢
怠
-
様
一
申
渡
可
v
被
v
成
候
。
恐
飽
踏

言。

葛

巻

誠

茨

木

右

衛

門

右
遺
書
の
年
暦
未
v
詳
と
い
へ

E
も
、
寺
社
奉
行
前
録
に
、
慶
安
元
年

務
傘
隣
人
・
岡
嶋
市
郎
兵
衛
・
茨
木
右
衛
門
三
人
寺
駐
車
中
行
被
=
仰
付
-

と
見
h
.
承
癒
ニ
・
三
年
頃
の
諸
寺
庵
寄
付
ど
も
に
、
寝
巻
誠
人
・
岡

人

居
仕
候
。
共
後
御
蛍
闘
へ
入
ら
せ
ら
れ
、
亦

hc宮
寺
も
召
寄
せ
ら
れ
、

泉
野
に
只
今
之
地
商
奔
領
被
且
仰
付
一
・
寺
再
建
仕
候
。

一
、
回
智
院
様
御
事
‘
篠
原
家
よ
り
御
蹄
殿
あ
ら
せ
ら
れ
候
後
、
御

逝
去
被
v
遊
.
蛍
寺
へ
移
さ
せ
ら
れ
候
由
僻
承
申
候
事
。
.

弘

化

四

年

未

八

月

泉

野

寺

町

妙

法

寺

叉
別
記
に
去
ふ
。
賞
寺
開
基
岡
智
院
殿
は
、
利
家
卿
之
舎
弟
佑
脇
藤

八
郎
殿
息
女
也
。
篠
原
出
初
守
方
へ
入
奥
、
一
女
出
生
、
利
家
卿
被
v

鴛
v
成
a

養
女
一
浪
州
大
垣
之
披
主
伊
藤
長
門
守
子
息
聞
書
顕
与
縁
組

也
。
開
智
院
殿
後
披
内
に
蹄
住
也
。
慶
長
三
年
八
月
晦
日
卒
、
法
名

困
智
院
殿
妙
滞
盤
尼
。
と
あ
り
。
そ
の
か
み
よ
り
寺
中
に
納
め
あ
る

困
智
院
殿
の
給
像
今
に
あ
り
。
共
の
宵
像
霊
援
に
て
、
紙
中
に
如
v
左

記
載
あ
り
3

慶
長
第
三
天
戊
成
暦
仲
滴
下
瀞
晦
日

回
智
院
妙
浮
隼
鍵
尼

寄
附
之
物
品
は
紺
紙
金
泥
法
華
経
八
巻
・
七
保
法
服
萄
江
錦
也
。
此

の
外
に
鬼
子
母
神
木
像
あ
り
。
寺
停
に
一
宮
ふ
。
右
法
華
経
は
菅
相
丞

の
良
筆
也
と
。
ま
た
萄
江
錦
の
七
僚
法
服
は
、
利
家
卿
の
召
し
給
へ

る
陣
羽
織
を
法
服
に
な
し
た
る
た
り
。
ま
た
鬼
子
母
紳
の
木
俊
は
困

丸




